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第一部遺跡について

私達当会は、私達現代の人類が活動する土地の全体が、重層的な、ジオサイト、並びに、遺跡である、と認
識します。

大

(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)

【ジオサイト:印0塞lt.

私達当会は、私達現代の人類について、私達現代の人類が、ジオサイト、並びに、遺跡に居住し、又、活動
している、との認知が、私達人類の存在にとって、ーつの始原となる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる事象を優先して、様々な行為を認識すること、を提案
し要望します。

^

ジオサイトとは.Uとつの景観、地形ゲループ、単抽の地形、岩石の井頭、化石床あるいは化石が存在する増のことである.

,、の

私達当会は、遺跡について、人類の抽象たる概念又主観に起因して生起する行為を離れ、又は、断絶し、宇
宙と地球に於ける、人類並びに人類に関係する事象に関し、唯一の、痕跡ではあるが客観的普遍的包括的
絶対的な意味の記録たる、同時に、具象たる事象である、と仮定します。

言荏.^

私達当会は、遺跡に関し、( D私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲
の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、
(iD私達当会は、遺跡についてイその土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関
わる事象のうち唯」の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係'tや"交流"、"'結びっき"や"多
様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、'私達人類に対して、直接に「証徴」する、(楢)私達当会は、
遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人

類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡について、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(orlgin:始原、源、
由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(originality:独自
性、独創性、真性)を証徴する、'と理解します。

私達当会は、遺跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均
衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮
定します。

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人頚世界に
於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、人類の主観を離れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、
具象、構造、装置、、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の「社会的共通資本」、と認識します。
d社会的共通資本」は数理経済学者宇沢弘文氏n928年7月21日一2m4年9月18日)が提唱する樺念)

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人
類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

公 に 1.^
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私達当会は、特定の当該の事象並びに現象にっいて、当該の事象並びに現象に関係する人類が之を大切
にしようとする気持ちが、他の人類の共感を誘導し、そこに祝祭、即ぢ、喜びと悲しみの共感、が生起する、と
仮定します。

私達当会は、この私達人類の祝祭への作用が、遺跡の保全、即ち、遺跡の遺跡としての認知と調査と保存
と公開と継承と活用、又、全ての文化財の保全の構造である、と仮定します。

私達現代の人類、又は、現代の人類の個体は、個別の文化財、又は、その文化財に関連する財に、私達人
類の祝祭を発見し、又は、形成することができるでしょうか?

私達当会は、皆様に、私達人類について、現生人類たる人類種の出現以来の人類の生産行為と、人類又
は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の
他者たる非人類である宇宙と地球の諸事象のオリジン(0"部n:始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、
発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)乃至オリジナリティ(OHglnolity.独自性、独創性、真性)、との関係
を積極的に認知し、当該認知に由来する認識と行為を私達人類に於いて広く顕現すること、を提案し要望し
ます。

私達当会は、私達現生人類たる人類種の生産行為にっき、之を生物種の捕食と区別し、諸事象の改変であ
り、人類にとっての諸利便であり、同時に、人類の存在上のオリジナリティである、と仮定します。

私達当会は、私達人類の主題にっいて、人類又は人類の個体の自己たる人類のオリジン乃至オリジナリ
ティと、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又
は人類の個体の他者たる非人類である諸事象のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します。

五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想:vvikipedie「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))
08:21)では、諸事象につぃて、相生、相克、相侮、相乗、比和、勝復などの関係を、付与すると云います。

私達人類は、私達人類が関与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係か
ら、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

私達人類は、何を、選択するでしょうか?、又は、何を、選択することができるでしょうか?

遣跡は、人々のそして現代の私達の生七死の註です。

私達当会は、私達人類の遺跡と歴史の真実にっいて、之を、私達人類の存在の本源で在り得る、と認識し
ます。

私達当会は、遺跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最大の活用となる、と認識します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

Nリベラル.アーツ」:りぺラル.フーツ(英:11bo,81"代5)とは、キリシャ.ローマ時代に理念射な源流を持ち、ヨーロツパの大学制度において中世以降、19世紀後半や20世托まで.「人が持っ必要がある技芸(実輩的な虹幟.学
問)の基本」と見なされた自由七尋のことである.具体的には文怯学・修辞学、論理学の3学、および算桁、幾伺(鰹伺学、図形の学問)、天文学、音楽の4科の二と.t.・なおの本後の「嚢術ルいう言業はもともと、明治時代に啓兼

叩t.m ヨけ,1;b。ml,5)として正式に定義されるに至ったのである.・一哲学はこの自由七科のと位に位置L、自由七刊を鞍治すると青えられた。哲学はさらに神掌の予価学として、論理的思考を教えるものとされる,この自
由七科の悌成は、キリスト歓の理念に基づき粒育内容を塾えるため、ギリシや・ローマ以来の諸学が集火成されたものと見ることもできる.・・:wik「po'.1リベラル・フーツ」最終更斬ユ020年ユ月ユ5宣は)14111)

私達人類は、私達人類の活勵の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを畳けとめることが出来ているでしょうか?

〆
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第二部遺跡

1.遺跡

遺跡は、一般に、人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺構と遺物より構成され、一定の土地の範囲又は空間の範囲として把握されまず。

11.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

<遺跡と風土と文明>

0)私達当会は、遣跡について、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人類の存在(その肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、県覚、味覚、触
覚、記憶、概念、行為)1こ次いで、第一義の存在である、と理解します。

'

(2)私達当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きL者達、死者が、その時、そこに見た、その風景を、今、私達自身が見ている、と云う二とである、と認識します。

(3)私達当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者達、死者の二とを考える、逝きし者、逝きし者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きし者達、死者と行き通う、その環
境、社会的状況、制度がある、それが私達人類の生活とその空問に生きている、と云うことである、と仮定Lます。

(4)私達当会は、風土について、人類力せ士会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と
仮定します。

(5)私達当会は、私逵人類が、私達人類の世界に、複数の文明を認識するならぱ、風土は、人類の文明の本源的形態である、と認識します。

(6)私運当会は、少なくとも、人類のアフり力、アジア、オーストラリア、南アメリカ地域では、風土に於いて、既に、持続可能(SU$talnable:サステイナづル)な社会
が、達成されている、と仮定します。

<私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断>

(フ)私達当会は、公共にっいて、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個(自己)への便益の還元(又は、その総体)というより、来来の人頬への社会的共通
資本への投資への選択である、と認識します。(キ士会的共通資本は、数理経済学者宇沢弘文氏の概念です)

(8)私達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の公共、即ち、"皆が閏わる他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類
の歴史の理解、現代の文明の完成(手厶達当会は、現代の文明について、持続可能(sustelneblB:サステイナブル)な社会が達成されていないとずれぱ、現代の文
明は未完成である、と認織しまず。)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人類の様々な"分断"を緩和する、と仮定します。

、

Ⅲ.遺跡、その・存在の性格と関連事象について

私達当会は、遺跡について、以下、その性格やその他の関係する事魚について理解し、又は留意します。

1.人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空問と構造の囲い込みに対照する空問と構造の開放性〔造跡の存在:根源的な公共の空間〕

2.地形、地勢と遺跡との関係性〔又、遺跡とその関係する環境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空問と共に、空問の諸関係性の連絡〔私達当会が提案する"再興空問主義宣言"〕

4.地球時代と人類時代、並ぴに、日本地域への現生人類到達以来の三万年の出来事と変化と人類の伝統〔歴史〕

5.地理、地政、事象の伝播と移動、人工工作との関連性〔ネットワーク、又、各事叡のランドスケープ〕

6.芸術と学術とその市場、又、祝祭による造跡の活用〔遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術、生と死、祝祭の諸関係(又は、宗教)ほ、人類の存在を媒体に近
接しています〕

その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史に倣い、人類の、文化、芙術、伝絖、学術の活動、並びに、発信の舞台として活用する。同時に、国際音楽祭、
国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企回開催し、即ち、その土地、
地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場、又、祝祭による。

フ.人類の生活空問に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展開とその維持〔人類の活勳〕

Ⅳ.遺跡たる事象

1.人類の非意図たる事欽、人頬の意図たる事象、造跡、空問の性格と構造、人類にとっての意義

("人類の非意図たる事象、人類の意図たる事象、遺跡

①私逵当会は、宇宙の自然と人類の事歎について、人頴の非意図たる事象、人類の意図たる事款、を認識します。

②私運当会は、遺跡にっいて、人類の非意図たる自然、人類の意図たる人工、人工でありながら、人類の当該事象への意図(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時
に、埋土による忘却によウて、人類の非意図たる造跡、自然と人工の中間に位置する第三の存在の性格を有する希少で特異な事款、を認識Lます。

(2)遺跡、空間の性格と構造、人類にとっての意毅

①私達当会は、遺跡について、空問の性格、構造として、現代の西洋文明に係る人類に関する空問が、概ね、意図と囲い込み、閉鎖、であることと対照し、非意図と
開放である、と認識し、理解します。

②私達当会は、'遣跡にっいて、遺跡の存在と空問の構造の、非意図と開放が、造跡を、人顛にとって、根源的な公共の空問とする、と理解します。

( 3/21 )



2.遺跡の認知、調査、保存、活用、公聞、整備、継承について

0)私達当会は、遺跡にっいて、之を、認知し、調査し、保存し、活用L、公開L、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開散、根源的な公共
の空問を、認識し、保存し、活用し、継承することである、と理解します。

(2)私達当会は、這跡について、之を、認知し、調査L、保存し、活用し、公関し、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共
の空間に"寄り添う"ことである、と理解します。

3.遣跡、歴史、考古学、人類の文化

遺跡は、人類の事実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません。
遺跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません。
私達当会は、遺跡を歴史と考古学と建築のみで規定することはできない、と理解します。

、.

4,現代と人類の活動、歴史と空間に開かれた「窓」
」

「窓」:私達当会は、私達が認知する宇宙の事象は、私達人類が、私達人類の肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、喚覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為、即
ち、人類という「窓」を通して感知する極めて一部の不確かな概念である、と理解しまず。同時に、私達当会は、現代の様々な事象について、人類の過去、現在、未
来の連続の関係に開かれた部分たる「窓」として限定された事象と理解し又現代の人類はその関逵に於いて行為すると理解します。私達当会は、皆様に、私達現
代の人頬が、遺跡のジェノサイドを停止し、アフり力から地球の全土に拡散する人類の活動たる過去から現代又米来への歴史とその空間たる遺跡の「窓」たる諸関連
により限定された事象とその空問に行為する限定された存在であることを認識すること、を提案し要望します。

5,人類の文化と人類の経済

私達当会ぱ、、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

6.遺跡の活用(人類への還元)

私達当会は、皆様に、造跡の活用(人類への還元)1こついて、芸術と学術とその市場によることを提案し要望します。
遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒休に近接しています。
私達当会は、皆様に、その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台と

して活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフエスティバル等
(市場)を企画開催し、即ち、その士地、地域の自然と地勢と造跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場によること、を提案し要望します。

.

フ.遺跡へ

私達当会は、遺跡が、空閻であると認識される処、当該の亭象を遺跡と認知すること、又、之による、当該の遺跡の調査、保存、活用(人類への還元)、公開、整備、
継承について、人類が、今より後、当該の遣跡の空間にどの様な形質を与えるか、人類の活動が当該空問にどの様に関与するか、当該の活勤は経済にどの様な形
質と速度を与えるか、当該の事象が宇宙の自然と人類の存在と遺跡の存在の相互関係と理解し得る当該の風土にどの様な形質と変化を構成するか、それは人類の
文化財、還跡として本薩であるか、それは人類の風土として本義であるか、それは人類にとぅて好ましいのか、私達人類は何を選択するのか、との考察に対し、之を
必然の事叡、と理解します。

私達当会は、皆様に、遺跡とその存在、又は、範囲に対し、遺跡の外(そどに現代の機能と目的を整備し獲得し、来来の構成について、様々な事象の全き共存と共
、

栄を実現ずることを、提案し要望しまず。

8.遺跡、文化財等への人類の行為について
、

0)私達当会は、人類の意團たる事急について、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事叡について、解釈ぱ成立せず、又、亊象の本蛙上の破
壊と改変と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象について、事実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解しまず。

(2)私達当会は、人類のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在ずる遺跡を、蒐集し陳冽する博物館概念に饌合してはならない、と理解します。

(3)私達当会ぱ、人類の非意図たる事敦が、人類の意図たる事象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊ずる事態がある場合、その経総を
探索することは勿論、様々な政治上経済上の対応は云うに及ぱず、本義に於ける原状回復、本義に於ける発展的展開が閉鎖されることがあってはならない、と理解し
ます。

(4)私達当会は、遺跡への行為や、事象の博物館その他への収蔵に関して、事象の本義上の損壊が、在り得ると理解しまず。

9.遺跡、人類の必然

(1)私達当会は、私達人類の活勵の痕跡が、私達人類の活動空問に造存し、私達人類が之を遺跡と認識することについて、私達人類の必然である、と認識しま
ず。

(2)私達当会は、私達人類が、私達人類の必然たる造跡を破壊することについて、即ち、直ちに、之を、私達人類の必然を破壊することに他ならない、と理解しま
す。
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V.日本地域について

私達当会は、日本地域について、アフり力より世界に拡散する人類の当該地域への到達より以降、先史時

代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を
囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する、島伝いの、琉球、薩摩、肥前、長崎、蝦夷、東北、日
本地域、との地政に在る、・と理解しまず。

私達当会は、日本地域について、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうーつの
"鎖国"」とも表現できる、と理解します。

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

私達当会は、長崎地域にっいて、先史時代から近代まで、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、
東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する地
政上の結節となる地域であり存在である、と理解します。

私達当会は、地政上の結節となる地域であり存在としての事象が、長崎地域に原子爆弾による被爆を誘
引した、と理解します。

私達当会は、長崎地域の遺跡にっいて、例えぱ、先史時代の支石墓から、近代の終篶となる原子爆弾被
爆の遺跡まで、第一義に、且つ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解します。

Ⅵ1.私達当会より、皆様への、提案と要望について

1.私達当会は、皆様に、遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からV.の範囲に於
いて、行為する二とを、提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応にっいて、本義に於いて、本紙の第二部ーブ1.からⅥ
の範囲に於いて、行為することを、提案し要望します。

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸
術とコミュニケーション(美)、学問と良心(真.哲学、学術と善:政治)、並ぴに、伝統と歴史により、遺跡と

その存在を活かし、遺跡の外(そどに現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を
実現することを、提案し要望します。

私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国泰の徐福の伝説、マルコ・ボーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一
太平洋)の最後の接点の連絡の完成:資本主義過界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の
存在を経由して西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端ネ制
【τ858年のエンゲルス宛マルケスの晝簡の一節:「づルジヨア社会の固有の任務は、世界市堪及びその基礎の上に立っ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、このことは
カリフォルニア並びにオーストラリアの植民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。」羽仁玉郎「明治維新史研究』2956年P.94 1世界の一体化1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球
規模の拡散の契機、存在として端緒:現代の地球規模の人類の世界に至る最初のモデル(model:模型、
規範、典型)の実現、世界標準となる事象の獲得)
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④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在.例外としての存在(例外の理解
は不要))

(「日本は特別だ」 1シリーズ・グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2m8年3月26日初版羽

田正東京大学出版会P下10「第4章グローバル化時代の人文学・社会科学、2これからの日本の人文学・
社会科学、外国語での成果発表」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆.遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である
人々の行為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて

特異な結節の状況を形成していると理解します。

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望し
ます。

(1)『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日以降数次改訂養生所を考
える会代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類が、長崎地域の地球時代一先史時代以来の特異な自然と地勢と遺跡と
歴史、又、現代の地政を、現代の人類にとっての長崎地域の在り方に、積極的に活かし、地球規模の人類

世界に於いて国際的な位置づけを実現し、この土地の生活に於いて特徴的な現代の風士を形成すること、
その措置をとること、を提案し要望します。

①「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡
群」'②「都市長崎遺呈亦」(ローマ仂トリックと日本人による城塞都市、長崎奉行の近世城下町、中世、近世、近代、現代へ)
③「日本開国(その母胎、転回の起動力、最初の唯一の玄関、資本主義の経済團(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一体化〕、明治の日本を通じで主楼国民
国家の地球規摸の拡散の端緒(普遍と特異、一体と個別、非野蛮の顕在、.多様性顕在の端諸))」
(1858年のエンゲルス宛マルクスの書簡の一節:「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及びその基礎の上に立つ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、このことは
カリフォルニア並びにオーストラリアの植民地化と支那艶びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる.」羽仁玉郎『明治維新史研究』均56年P.94 1世界の一体化1)

④「長崎キリシタンの里構想」.⑤「浦上キリシタンの里構想」⑥「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」
⑦「長崎国際第二中華往1キ茸想」(市南部柳埠頭にて行政による第ニバース化.吐h)設貴を基盤とする外資による[関発型観光])

⑧『長崎中央緑地計画構想』娜概印,佃姉一X".。ゆ肌.ゆ,"泣此.一小郁辨鰯川咋肺は砲恂⑨抽明『長崎音楽堂構想』
⑩問艇鵡如懸即赤一"け砿"如一北舶釦加岨如一"腺.艦醐批"鵬加"『長崎アーツセンター(Na菖aS■ki Aん■ SO"t引)構想』

(2)『再興空問主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)
遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡

(3)『遺跡とそのランドスケープ(1andS始Pe)の選択』(2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を
考える会代表池知和恭):自然、遺跡、建築、都市のランドスケープ、言語としての疎通

(4)『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』(2019年(令和元年)9月28日土
曜日養生所を考える会代表池知和恭)

『数理経済学者宇沢弘文氏、そして"社会的共通資本"としての医療』(資料:2m9年(令和元年)9月
28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、宇沢弘文氏力斗是案する『社会的共通資本』(sooial common copit.D 概念により、
遺跡が人類の『社会的共通資本』である、と理解します。
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Ⅸ.長崎地域の特定の個別の遺跡群について

(ー..長崎地域の浦上地区遺跡群について)

(ニ.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査ど舌用について)

(三.長崎地域の桜町地区遺跡群について)

(四.養生所/(長崎)医学本交等遺呈亦("佐古の丘の地形"、"中核区域"、'運用区域"、"閏連区域")につし、て)

私達当会は、皆様に、長崎地域の変化に富む地勢と重層し幅襲する遺跡群を再整備しつつ、

歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台とし

て活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種

国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、

長崎地域の優れて特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学

術とその市場、又、祝祭によること、を提案し要望します。
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__...._.,益生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲
一靈'抑竺岬川""",〒叩石7 2018年(平成30年)2月27日月曜ヨ養生所を考える会代表池知和恭
私達は、当該遺跡の範囲にっいて、下記(1)"佐古の丘の地形"(2)"中核区域"(3)"運用区域,,(4)"閥
連区域"より構成されると考えます。

1現在の西小島1汀'目、西小島2丁目、稲田町、館内町、籠町、船大工町、寄合町、道路ノ通路を含む一帯]
'ポンペ'ファン'メールデルフォールト氏は、養生所の建設にあたってその建設場所にっいて「新鮮な空気
が通る、清潔な水の豊富な小高い丘の上で、街の外であるが病人の運搬に便利な場所」と献策しました。
'手厶達は、ポンぺ氏の長崎での病院建設への献策は、当時の世界に於ける又は長崎に於ける諸状況の下
に近代病院運営の体系ノ仕組(5W也m)として提言されたと理解します。
'当該遺跡の立地は、ポンぺ氏が示した献策に一致する態様を具えています。

'私達は、当該遺跡の立地である"佐古の丘の地形"を、当該近代病院の運営の体系/仕組(5Ystem)を具
体化する実体として、当該遣跡の要素であり、当該這跡の範囲と考えます。
"'佐古の丘の地形"は、大規模な開発事業による大規模な破壊がなく、当時の状況を良く遺存しています。

生 ー、
が

2

[現在の西小島1丁目の旧長崎市立佐古小学校の敷地及び外周道路(市道西小島稲田町1号線.市道西
小島2号線、市道西小島館内町1号線、市道稲田町6号線、旧病院敷地の東道路及び南道路)及びその南・
都の西小島2丁目の一角及び可能性として長崎市道稲田町6号線の北部でその西に隣接する稲田町のー
部]

生

〔長崎市西小島佐古16番、15番、14番、14番.2、17番.2、17番.4、18番、2、1・106番、その外周道路
(17番・3、18番・3を含む)、59番・2、59番、3、59番.4、可能性として長崎市稲田町44番の一帯〕
'江戸期の養生所(病院、医学所)、精得館(医学所、病院、分析究理所)、明治期に入り長崎府医学校〔及
び病院)を経て第五高等中学校医学部とその分教場(第五高等学校医学部、長崎医学専門学校の時代を
含む)、明治期の栴毒病院から昭和期の小島病院へと推移した建物敷地及び当該敷地に接する又は内包
する当該施設に由来ずる道路。

の丘の

゛、

'一帯の西部にへールツの居宅で布る蓋然性が高い平屋建洋館を含み、一帯の東部の二階建洋館も医学
校関係者の居宅である可能性があります。

'この状況は、遺跡の地上遺構、文献資料、複数の医学校の図面、複数の精得館から第五高等中学校医
学部とモの分教場、梅毒病院から小島病院の写真より理解できます。
'ペールツの居宅にっいては、prof. H討men B.uke胎が提示する D8 Bヨ加af5。he L日日UW, AT"S
tordern,1987-Toeoher ar"on宮 tho ゛apen88e-L0壮巳r by Dr. K. VV. Gratama oon81dor1乃
g hls stey ln 、18Pan 1866-1871-130P 187・1-"Tuesday, May 11 及び a 1田壮日r (by ES
Oher) 23.09.1873によりその蓋然性が高いと理解できます。

の

3

[現在の稲田町の北部の館内町の東に隣接する一帯]
〔長崎市稲田田T39番、40番、41番、42番、43番、44番、45番、 46番、 47番、 48番、 49番〕
'菜園と果樹園と初期の体操場とその付帯施設として運用されたと推測する一帯。
'この状況は、慶応年問の複数の精得館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治10~わ年頃の医学
校の写真より理解できます。

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲にっいて、以下、認識します。

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域にっいて、①長崎奉行所西役所等
遺跡、②サン・ペトロ教会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会,旧
外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遠跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉
行所西役所等遣跡に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識Lます。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲にっいて、中世後期から江戸初期
の地政上意義であり、行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及ぴ広場一帯を中心
とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成
された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞
都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

3.長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遣跡群の中範囲にっいて、江戸期の地政上意義であり、
行為された、①長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域、②市街築地、③切支丹、④出島、
⑤新地倉地、⑥唐人屋敷、.⑦丸山町、寄合町、⑧長崎奉行所立山役所、岩原目付屋敷、
安禅寺、東照宮、立山稲荷、⑨大徳寺、⑩各藩屋敷、⑪蜂火台、⑫番所、⑬台場、陣地、
木戸、⑭外国人墓地、⑮高島佐賀藩炭坑、⑯長崎海軍伝習、⑰長崎製鉄所、⑱小曽根築
地、⑲外国人居留地、⑳養生所、二十一野母崎方面、二十二矢上方面、二十三茂木方
面、二十四時津方面、の遺跡群を認識します。

4.長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲

私達当会は、萇崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲にっいて、人類以前の地球の自然(ジ
オサイト:g●OS託e:・ージオサイトとは、ひとつの景観、地形グループ、単独の地形、岩石
の露頭、化石床あるいは化石が存在する場の二とである。ー・:vvikipodia「ジオッーリズ
ム」」最終更新2017年11月5日旧)06:28)、並びに、人類の日本地域への到達、先史時.代、
中世、近世、近代の地政上意義、又、中世の商業自治都市から江戸期の近世城下町への
改編である、又、現代である、行為された、①地球創生、②人類以前の地球時代、③日本
地域への人類の到達、④、長崎地域の旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古代、⑤古代福
田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡群、⑥
"都市長崎造跡U、十町と唐人屋敷)"、⑦近代の都市長崎、小曽根町西洋船大工街、炭礪
・舎、小菅修船場、三菱長崎造船所、⑧キリシタン、⑨長崎原子爆弾被爆、⑩現代の都市長
崎遺跡、の遺跡群を認識します。
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長崎地域の浦上地区遺跡群について.

私達当会は、皆様に、長崎地域の浦上地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します。

1.浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

(1)契機

私達当会は、2020年(令和2年)2月に入り、浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)1こついて、長崎市中央総合事務所地域整備1課
が統括する公共工事である公圓整備開発行為による土地の形質の変更、即ち、土地の掘削と盛土等、を現地に於いて視認しました。
私達当会は、当該地について、遺跡である、と理解します。

私達当会は、当該地について、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原旦」け二ι・H尋る、と認識します。
私達当会は、当該視認により、現状変更に先立つ遺跡調査等としての発掘調査等が実施されていない可能性がある、と認識します。

私達当会は、2020年(令和2年)2月6日(木曜日)長崎県教育庁学芸文化課に電話等により口頭にて、当該事象を連絡し説明し、同年2月

7日(金曜日)までに、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されていない(従って長崎県の遺跡地図に登載されていない)事、又、当該事
象について長崎市文化観光部文化財課に確認中である旨、回答をいただきました。

(2)私達当会の浦上天主堂西方隣接地公圖(長崎市天主公園)への認識

私達当会は、以下の事線により、当該地について、之を遺跡である、と理解L、同時に、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が
原貝1けが乃号る、と認識します。

①浦上天主堂の関連地である事

当該土地の性格について

D私達当会は、当該土地が、元、浦上天主堂付きの田であった、と聞いています。

私達当会は、江戸期から明治初期には、現浦土天主堂の地に屋敷のあった庄屋高谷氏の田であった可能性がある、と仮定します。
ji)当該公園の隣接地の「里.中野郷会館」に隣接し、次の標記が掲示されています。

「里郷およぴ中野郷財産区大正9年10月1日旧山里村が長崎市に編入される際先祖から継承され郷財産として所有していた貴重な財産であ

る山林原野など89745平方メートルを昭和48年に長崎市の計画に基づく都市公園地として処分しその処分金を地域の小中学校の教育施設
の整備拡張に資するためその費用を長崎市に寄附し教育の向上に功績を残した。また両財産区はその有ずるすべての財産をもってこの地
に里中野郷会館を建設することにより地域住民の福祉の増進に大きく貢献するものである。ここに里.中野郷会館の完成を記念し、記念碑を建
立する。」

②当該地が長崎原爆爆心より至近距離である事

i)私達当会は、当該地が長崎原爆被爆遺跡である、と認識します。

ID私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が埋没している可能性がある、と認識します。

iii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が発見された場合、人類により、別途埋葬する、現地にて展示する、追悼する、等の行為
が可能である、と認識します。

③浦上地区全体に包含される土地として

本紙、2.浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域について、を御参照下さい。

④当該土地が、公有地であること。⇔私有権の設定がありません。

⑤当該開発工事が、公共工事であること。.地方公共団体問に於いて遺跡保全担当部門と開発工事担当部門の定期的な情報交換会議の
設置等により開発計画の初期段階に於ける遺跡での開発計画の出現の把掘と遺跡としての情報提供、計画的な(先行する)遺跡調査による現
状保存を本来の姿とする遺跡保存と(後発の)開発行為との調整が比較的容易に可能です。(文化庁次長通知等)

⑥私達当会は、当該の公共工事について、主として、行政による、行政上要件に由来する公益の実現の行為であり、同時に、計画上の緊急
性は低い、と推測します。

⑦私達当会は、遺跡たる事諒について、公益であり、数理経済学者宇沢弘文氏が提唱する「社会的共通資本け剖得る、と理解します。

2..浦上地区全体C甫上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並ぴに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦上
川上流方面)、並ぴに、関連の土地や地域について

私達当会は、以下の事象により、当該地にっいて、之を遺跡で師る、と理解し、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則た
り得る、と認識します。

a)浦上地区全体、並ぴに、関連の土地や地域の造跡としての性格について

①私達当会は、浦上地区全休について、辻町の民有の畑地で石鎌が発見され、長崎市文化財課も之を確認した、と伝聞します。
私達当会は、浦上地区全体一帯について、石器時代、縄文時代以来の造跡地である、と認識し得る、と仮定します。

②私達当会は、浦上天主堂の後背地である「本尾公圖」について、中世の城跡の可能性があり、民間の調査にて士塁等の痕跡を確認した、と
伝聞します。私達当会は、本尾地区と西方等山麓地域について、中世の城館遺跡である、と認識し得るイと仮定します。
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③私達当会ぱ自ら切支丹であり、慶長ハ年0603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)に確認任命される村山等安(家康は同時に
四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴えにより、慶長十乙巳年七月から九月0605年)寺沢大村有馬村山各方協議で決定した長崎
換地により大村喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄屋懸り(寺野郷、
竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内C可

内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川拠、片淵郷、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)/代地は浦上村之内
古場村北村西村、家野村之内一邑、外目村全く)について、例えぱ、浦上地区等、長崎の旧市街から瑚支丹が移住する、切支丹を維持する等、
切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。
(大村喜前は長崎換地の後法華経に改宗する。元和玉年一月二十九日.(1619年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと
村山等安が逮捕される。元和玉年十月二十六日0引9年1月釧日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)

④私達当会は、浦上地区全体について、樫山、岩屋山、帆場岳等の伝承により、広域に諸関係を形成した切支丹の重要拠点である、と認識し
得る、と仮定します。

⑤私.達当会は、浦上地区全体一帯について、浦上街道(時津街道t西坂から時津宿迄の約12km)に於いて平野宿を包含し、通交上の重要
拠点である、と理解します。

⑥私達当会は、現在の浦上天主堂の地は、江芦期から明治期に庄屋高谷氏の屋敷地である、と理解します。
⑦私達当会は、浦上天主堂とその地について、先史時代より中世城館や近世庄屋屋敷等の重層的な可能性を包含する遺跡であり得る、と認
識します。

⑧私達当会は、浦上地区全体にっいて、日本地域に於いて、呂本地域の人類が、初めて、信教の自由を獲得した、直接の契機となった地域
である、と歴史学上民俗学上の解釈を為し得る、と仮定します。

⑨私達当会は、浦上地区全体について、辻町には「十字架山」が、石神町から浦上川一帯は「石神の石切り場」が、遺跡として認識し得る、と
仮定します。

⑩私達当会は、「石神の石切り場」等を運用した、浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団が仮定できる、当該の石工集団は、関連遺跡
(石垣等石造造形構造物)の作行と伝聞より、長崎旧市街の寺町一帯の石垣を形成した技術上の系譜を有する可能性がある、と理解し得る、
と認識します。

⑪私達当会は、浦上地区全体並ぴに旧市街の複数個所に浦上吻支丹社会に於ける伝統的な石工集団の工作を仮定でき、「十字架山」詑び
にr石神の石切り場」等と共に、之を浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団(又その工作)の遺跡として認識し得る、と仮定します。
⑫私達当会は、浦上地区全体について、長崎原爆爆心より至近距離である事より、長崎原爆遺跡である、と認識し得る、と理解します。
⑬私達当会は、W45年(昭和20年)れ月23日長崎原爆被爆後浦上天主堂敷地西部の現信徒会館一帯の土地で行われたミサと合伺葬
(約1000人程が参集と伝聞)1こついて、世界で最初の核被害に於ける集団的追悼であり、出来事として歴史学上の価値が桓めて高い、と仮
定し、当該地は文化財として学術上の価値が高い遺跡である、と認識します。広島では、被爆後の集団的な追悼について、広島市健康福祉
局原爆被害対策部調査課により、1946年(昭和21年)8月5日の「平和復興市民大会」が確認されています。

⑭私達当会は、①から⑬により、浦上地区全体並ぴに関連の土地と地域は、先史時代から近代と現代に至る、重層的で多様な関連性を有す
る遺跡と歴史と民俗の地区として、全体が濃密な空間を形成する遺跡である、と理解します。

⑮私達当会は、当該遺跡が、浦上地域と長崎地域と九州地域と関西地域と日本地域とアジア地域と世界にとって、重要な遺跡である、と理解
し、同時に、仮定します。

3,私達当会の提案と要望

a)浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

①私達当会は、皆様に、当該地について、直ちに、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該地にっいて、速やかに、当該の公共工事を中止し、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆様に、当該公園について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡公園としての性格付の下に計画を企画し、遺跡とし
ての実態を顕現し、同時に、地域の市民公園、児童公園、又、国際的な交流の拠点としての性格と控えめな機能を付加し、改めて整備することを提案し
要望します。
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(2)浦上地区全休(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込拠、里郷、平野、中野、本原、家野)、並びに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦

上川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

①私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、特定の宗教の枠組みを超越する、私達人類の遺跡として、世界的に、又、地域
の生活の痕跡として、歴史上価値、並びに、学術上価値が高い、世界的な文化財である、と認識します。

②私達当会は、皆様に、本尾地域、浦上天主堂、十字架山、石神の石切り場等を含む浦上地区全体、並びに、樫山、岩屋山、帆場岳、浦上切支丹社
会に於ける伝統的な石工集団遺跡等関連の土地と地域について、速やかに、土地の所有者と住民の理解の元に、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定
すること、を提案し要望します。

③私達当会はイ浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域に於ける、土地の所有者と住民の、周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定への理解の形
成過程に於いて、私達人類が、遺跡に居住し活動する事実の認識と之を継続する作法とその動機が醸成される、と期待します。

④私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並ぴに、関連の土地と地域について、随時、計画的に、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提
案し要望します。

⑤私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、様々な開発計画について、遺跡と開発の調整に於いて、遺跡の遺跡と
しての性格と空聞等その実態を、現状保存し、同時に、回復すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡としての性格の
下に都市計画を企画し、遺跡としての実態を顕現し、同時に、人類の居住と活動、又、国際的な交流の地域としての性格と控えめな機能を付加し、近代
の写真並びに他の資料より、当該地域の本来の姿であると理解し得る、田圍都市としての態様を、計画的に整備し回復すること、を提案し要望します。

'
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^. 長崎奉行所西役所等遺跡群の調査ど舌用について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について、以下、提案し要望します。

1.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について

a)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遺跡の中核区域と認識する、①長崎奉行所西役所等這跡、②サン・ペトロ教

会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会.旧外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉行
所西役所等遺跡に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、の遺跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(2)私達当会は、長崎奉行所西役所等遣跡群の鯛査について、私達当会が、当該遺跡の狭蓑の範囲と認識する、中世後期から江戸キ刀期の地政上意詮であり、
行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の數会及び広場一帯を中心とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ仂トリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成さ
れた西洋式の城塞都市(後に丑う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、
の這跡としての発掘調査等調査を提案し要望します。

(3)私達当会は、本紐1-0)、(2)について、遺跡の全ての範囲について、遺跡の現状保存を前提とする「活用のための発掘調査」を提案し要望します。

(4)私運当会は、本紙1-a)、(2)、(3)にっいて、より上層の遺跡の現状保存を前提としつつ、より古い時代の遺跡、並ぴに、ジオサイト(g的51to)としての実態、
並びに、当該の人類の活動の様相を確認する為、徹底した、より下層の遺跡、地属の発掘飾査を実施すること、を提案し要望しまず。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して

0長崎奉行所西役所等遺跡地一帯の歴史

当該地の歴史は、古来、当該の長崎の丘の全体、又は、当該地が、日本地域の民俗上の墓域、民俗上の信仰の拠点と聖域、アジア貿易の拠点、の可能性、又、中

世後期から近世初期にかけて、ローマ・カトリツウと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の中核域、最釖の六町(島原町、
大村町、外浦町、'平戸町、文知町、横瀬浦町)と岬の教会(サンリ(ウロ教会、後にご上天のサンタ・マリア教会(被昇天の聖母の教会)を建築)、要塞(石垣)と三ノ堀

の内の西洋式の載塞都市(後に云う内町)、糸割符宿老会所、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷、近世の江戸の御公儀(後に云う幕府)による長崎奉行所(西屋
敷、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷部分に拡張して東屋敷、後に東屋敷を立山に移転して長崎奉行所西役所、さらに東屋敷跡に船番屋敷十七軒)、幕末に長
崎秦行所西役所に於ける長崎海軍伝習所の設置、当所にてオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルフォールト1こよる医学伝習の開講、医学伝智は四十一

日内に圏内の大村町の高島秋帆邸に移転、当地に医学伝習所の施設拡張整備、長崎会議所、長崎裁判所(後れて長崎裁判所に九州鎮撫長崎総督府設置)、長崎
府、広運館、明治7年第二代県庁舎開庁、明治9年第三代県庁舎開庁、明治44年第四代県庁舎開庁、昭和28年(1953年)第王代県庁舎開庁、と重層的であり、且
つ、様々な事叡が輔襲しています。

U)長崎奉行所西役所等造跡について(第一義、第二義)

①私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遣跡にっいて、第一義に、遺跡に現代の建物を建造することを避け、重層的で幅襲する歴史の限定された一部分と
限定された解釈を顕現することを回避するために、建造物を挫設しない広場による遺跡記念公園とすること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等造跡について、第二義に、本紙1一α)一①に記す造跡記念公園に於いて、長崎奉行所西役所等とともに現存した
可能性のある「森崎神社」の祠等について、存在や位置や様式等の実態が確認されることを契機として、之を、諏訪神社によって、再建すること、を提案し要望します。

(2)長崎奉行所西役所等遺跡について(第三義)

私運当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等造跡について、第三義に、現在の当該地外周に顕在する石垣の様式に合致することを契機として、古写真や複数の平
面図が伝来する長崎奉行所西役所について、特定の用途を付さない建築として、様式、建材等の考証を含め、限りなく、憶測の余地のない再建に類する再建を行為
すること、を提案し聾望します。

当該の提案と要望は、本紙1-0)一②に記す「森崎柳社」の詞等の再建を含みまず.

私達当会は、当該の建築物が、長崎地域に残存しない、大型の和様建築として、その様式を顕現する機能を有し、同時に、特定の用途を付さないことにより、官民
の様々な用途に、運用可能である、と理解します。

(3)長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡に隣接する、長崎県斐察本部跡地~日本生命ビルー帯について、本紙1を前提として、イエズス会、又は、カトリッ

ク教会によって、詑念聖堂と哲学宗教歴史研究展示図害室拠点を設置し、同時に、一般に、訪問と参観を開放下さること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(4)高島秋帆本邸遺跡(現家庭裁判所簡易裁判所一帯)1こついて

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所に、幕府により長崎海軍伝習所が設置され、当所にオランダ海軍二等軍医ポンベ・ファンメールデルフォールトと幕医の松
本良順により医学伝習が開講され、医学伝習は四十一日内に大村町の高島秋帆邸に移転、さらに、当地に医学伝習所の施設拡張整備を見た、当該地に(適宜、現

家庭裁判所簡易裁判所と施設を共有ずるなどして)「国立長崎海軍伝習資料館」並びに「国立近代医学歴史資料館」を設置すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、サ帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(5)大波止遺跡について

私達当会は、皆様に、大波止遺跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施L、造跡の現状保存を前提に、大波止を遺跡として尊建L、盛

土等、遺跡の保持の措置を執った上で、整備し、長崎くんちの御旅所を、本来の当該の位置二復興し定置し、又、催事広場として活用すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎くんちの庭先回りについて、切支丹の聖行列を映した可能性がある、と仮定します。

{「・・六一四作王月に長崎で行われた聖行列はアビラ,ヒロンのr日本王国記」に詳しいが、とりわけ五月二十日の記述は、きわめて生き生きだした描写で、モの内容の信頼性は高い.高い理由は、アピラ・ヒロン
自身がこの聖行列に参加して、群細な行程を記述しているからである. r聖母マリアが喪布に包まれた台にの?てその径を行き、四本の燭台がモの前に輝いていた.これとともにわれわれはおびただしいろうモ
くを手にして加わり、モの援から大勢の同宿と残りのパードレたちが続いた。」そして、サン・パドロ教会に近づき、通り過ぎる部分を抜き書きしてみよう.「本紺屋町Hum ouyo m白こh1に入り、慈悲院の後をま
わって通りに出て、その入口を通りぬけて島雁Xlmob0悶町を過ぎ、その径まっすぐ仁分知町BunC印 mヨこ"1に向かった.そしてサン・ペドロ王主堂の前の広場に出、小円から入って正門から出、外浦町FUO01
U" m皐C印に入った.サン,ペドロ天杢堂では.祭礼服をっけた三人のパードレが待ちうけていて、行列の芳く前に鏗を鳴らし拍手して迎えた.行列ほ外浦町から大村剛omU抽 mきCh1に入った。」".」)
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(6)一帯の築地遺跡について

私達当会は、皆様に、一帯の築地遺跡にっいて、漸次、造跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、造跡を現状保存ずる措置を執った上で、例えぱ、大波
止遺跡から出島対岸一帯を対象に、築地を遺跡として再建し、可能な範囲で植栽、例えぱ、嘗て、長崎市街の水路沿岸に植栽された柳、を施し、築地大波止遁跡記
念緑地公圖とすること、を提案し要望します。

(フ)出島遺跡にういて

私達当会は、皆様に、出島遺跡の北岸にっいて、憶測の余地のない再建を行為し、同時に、出島遣跡の外周、又、大波止遺跡、築地遺跡の沿岸部、にっいて,「長
崎水辺の森公園」.「水辺のプロムナード」一帯より、水路を整備し、導水ずること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の施設が、長崎の丘の南西端部=長崎奉行所西役所等造跡からの、地域の海へ繋がる景観を形成し、一帯の遺跡地の性格の根源的な要素を
顕現する、と理解します。

私達当会は、同時に、出島遺跡周辺の水路面積の増加により、治水上の改善を期待Lます。

(8)萎生所火長崎)医学校等造跡(長崎市立佐古小学校跡地一帯)について

医学伝習、大村町の医学伝習所、並びに、養生所ノ長崎の医学校及び病院、は、長崎奉行所西役所を本拠とする幕府とオランダ政府による共同事業である長崎海
軍伝習に於ける長崎来行所西役所の」室でのオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメール〒ルフォールトの医学伝習の開講に始まりました。

私達当会は、皆様に、養生所/(長崎)医学校等造跡について、造跡の全休の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存と原状回復、又、之を前提とし
た憧測の余地のない再建と遺跡の継承と整備と公開と活用を実現すること、を提案し要望します。

(9)『長崎アーツセンター(N日呂日Saki Aん5 S印ter)構想』(生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の振興、長崎地域の這跡活用の中
心拠点:現在の長崎市桜町地内、即ち、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、桜町市営駐車場、桜町
公園、一帯の一体再開発による=私還当会は,皆様に、「墨埼国際歴史文化都市楕想』(201ヨ咋(平居31年"月佃B金曜B 改訂5版.2020年(令和2年)2月16日口曜ヨ養生所を考える金代嚢池知和恭〕で提軍し
てぃるr長崎アーツ.センター構担』にっいて,接町地区週跡馴」=Mける遍跡保存を優先Lて、之を、第二戴業「二耽り下げ、長蛸水辺の衰公圃地Eへの究鼠案と史更し、一帯に於ける、抽象文化分野妄妬との連携、括動の髭民を期将Lます.)

0当該地は、要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カドノックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市【後に云う内町)の遺跡の北東端部です。
回「りべラル・アーツ」:りパラル.アーツ(狗11b.門1.寸.)とは、ギリシャ.ローマ時代に理念的な源舜を持ち.ヨーロツパの大学制度において中世以降、円世舵櫨半や20世紀まで、「人が持っ必要が畠る技益(実践的
な知識.字問)の甚本」と見なされた自由七科のこ巴である.昇休的には文怯学・修辞学、論理学の3学、およぴ算術、製伺(歳何学、図形の学間】、天文学、音楽の4刊の=と....なおの本後の「亜術」という言葉はもともと、明治
時代に啓兼家の西周によってりぺラル.アートの訳語として造語されたものである..ーヅラトンはー,ところが、古代ギリシフ壯会においては・ーモの径、ローマ時代Φ末期の5世紀後半から6世紀にかけて、7つの容目からなる
「自由七嬰」(き0五t.巾.H.."b.門1.ヨ)として王式に定義されるに至ったのである..一哲学はこの自由七科の上位に位置L、自由七覗を飢治すると考えられた.哲学はさらに神学の予偏学として、論理酌思考を教える毛のとさ
れる.二の自由七科の繕成は,キリスト歉の珪念に基づき教脊内容を整えるため、ギリシャ・ローマ以来の諸学が集大成されたものと見ることもできる.ー・:wlklo.dl"「り.ベラル・フーツ」最雑望新ユ020年2月15白1土114:11

①私達当会は、皆様に、当該地一帯について、本紙1に記す調査を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、造跡の調査と現状保存と活用を前提に、現長崎市役所、長崎市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、
桜町市堂駐車場、桜町公圍、を主体に一体の再開発を行為L、道跡や公圍の保存にピロティを採用し、同時に、東に隣接する弥生近世近代町家遺跡である「魚の
町遺跡」に、「弥生今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡記念催事広場公團」を実現し、之と迎動する、「国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博物館、写真美術
館、市民の劇場、一般に供用ずる各種の工房とスタジオ、会議場、複合的な各極和室、厨房、長崎県立園書館長崎本館、長崎公文書館、利用者無料駐車場、等の
複合施設、仮称『長崎アーツセンター』」を形成すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の提案と施設が、現代までに歴史的に形成された、当該地域一帯の長崎地域の人類の生活文化の拠点地域としての土地の利用の履歴の性格
を継承し、次世代への生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活動と発信の拠点を提供して之を活性し、同時に、地域一帯への活気の波及効果を生起する
ことを期待L並ぴに、近隣の「長崎歴史文化博物館」等立山地区、並びに「長崎市立図書館」等と連携し、当該地域を中心に包含する、長崎惣町80町と関連する
機能拠点地域の遺跡群、並びに、近隣の長崎奉行所西役所等遺跡群、の活用と活気の形成、長崎地域の生活文化、並びに、教養文化芸術の活動と発信の振興の
中心拠点"司令塔"として機能すること、を期待します。

③私達当会は、皆様に、弥生近世近代町家遺跡である「魚の町遺跡」に計画行為中の長崎市役所建物にっいて、私達当会が〔政治経済機能の集約集積と効率追
求Hコンパウトシティへ向けた公共生活空問形成1の地区と提案し要望する"浦上川河口東岸域"の新市街再開発地区へ形成すること、を提案し要望します。

④『長崎音楽堂構想』私達当会は、皆様に、オペラ・ハウスノシンフォニー・ホール両用施設(仮称)『長崎音楽堂』を、r長崎水辺の纛公圃」・「フk辺のプロム
ナード」【帯に形成する二と、を提案し要望します。

⑤『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のバックボーン(bookbo"e)の提示:都市拠点地域の連結と都市景観美観と環境配慮)
私達当会は、皆様に、《立山地区「長崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞都市遺跡"(『長崎アーツセンター』ー「長崎市立図書館」】長崎奉行所西役所等遺
跡)一築地造跡一出島造跡一長崎バンド遺跡一「長崎水辺の森公園」、「水辺のプロムナード」一帯一小曽根家築地遺跡一「小萓修船場遺跡」》並びにその問の地
所を緑地化し、同時に、遊歩道、自転車道を整備し、連詰すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、長崎地域にウいて、a.遣跡と歴史と生活文化の"旧市街と歴史的関連地域"・『長崎アーツセンター構想』、b,新市街形成[政治経済機能
の集約集積と効率追求][コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成]の浦上川河口東岸域、0.抽象文化形成発信の「長崎水辺の森公劉」・「水辺のプロムナード」
一帯:「長崎県美術館」「オペラリ、ウス/シンワ才二ー・ホール.『長崎音楽堂構想』」以上、三角"トライアングル"構造、さらに、d.北部:浦上方面に[長崎原子爆弾

被爆遺跡整備構想]、e,南部:柳埠頭に第ニバース設置とアジア資木による自由な開発型観光{長崎国際第二中華街構想〕、の海岸河川沿岸の線"ライン"構造、
又、f.『長崎中央緑地計画構想』(都市長崎のバックボーンの提示)、即ち、幅襲する都市勤線形成、連詰しわかりやすい都市構造、徒歩、自転車、公共交通、自動
車と複数の移動手段を併せた、都市への行為浸透性の誘専による活気と経済効果、又、Ξ.[長崎キリシタンの里構想]西洋式城塞都市、長崎地域の長崎奉行支配
の内町、長崎代官支配の外町並びに属邑C甫上村山里庄屋懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)、大村領と佐賀領、長崎半島・彼杵半島・諒早方面、長崎県熊本県九
州日本世界の各所の関連旧観と旧跡の調査と整備、事象の体系化によるネットワーク効果形成による人々と諸事叡の交流の形成、を提案し要望しています。

(『r長崎国際歴史文化都市構想」'"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて/求められる街の姿~街の"価値"の再生産、復興を越えて~水と石と土と緑と
空~魅力ある街づくり』 2019年(平成31年)1月18日金暇白養生所を考える会代表池知和恭:随時改訂:参照下さい)

(9)造跡のネットワーク効果の形成と活用(遣跡は、だこにでも胡ります。)

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して、私達当会が提案する、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲、大範囲の造跡の調査と保存と
整備、歴史と情報の調査、その体系化と情報発信、又、世界の遺跡と歴史と情報の調査、その体系化と情報発信、によって様々な事象問に様々な閏係性を形成し
(遣跡のネットワーク効果の形成)、之を基盤とする人的並びに諸事象の交流の実現、を提案し要望します。

.一■^昌■■..'゛^Ξ、■.^^早別E■.^^Ξ,...■^闘、",.^Ξ..■■1Ξ"■酬昆1".."山"三■■雫^^.^■,,,.ー..甲一.^.^.^.^,^...,.^.■直」^^.^"ネ、ー.W■,^●..」^'●...●^●.^、^H●■.^'▲一'●●^^●■^●■●●.●●.●^.三●●巨■●'』^.^●"^●.一●」.●●●昌●▲^●.●●.●^●'●^●三●.'^三●"●三^●●叫晶三■^^●昌'"◆劇■.■^●●.^■一^.●畔^●■

( 12/21 )

'

〆

゛

..■'■.■^弔^■冒与^鳳,●■甲■,暑■'甲■^^"、.^弔^■,与^■弔,■冒甲■●,岡,^■●甲^■■■^●^,冒●弔^^■^●,●冒^■●^■●●冒^■●^●



幅

.

長崎地域の桜町地区遺跡群について

私達当会は、皆様に、長崎地域の桜町地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します.

1.長崎地域の桜畍地区遺跡群の性格

a)私逹当会は、当該の遺跡群について、石噐時代遺跡、縄文時代遺跡、弥生時代遺跡、古代遺跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遺跡、長崎原子爆弾被爆這跡、現代遺跡、と想定します.

桜町造跡では、過去の遣跡調査により、中世近世町家の遺跡のtまか、1995年【平成7年;旧豊後町北側東部"3世紀の中国竜泉窯某青磁碗15世紀佳半期の中国明代の染付碗【長崎
県)、1996年(平成8年:豊後町北側西中部"6坐紀末葉から17世紀中紫頃を主休とする中国東南アジア陶磁器、縄文時代と推察される集中した黒曜石片、均97年(平成9年:旧東町西
側南部)16世紀末から17世紀の遺物、1998年(平成10年)~1999年(平成11年:旧東町西側北部"6世紀末期~伯世紀中葉にかけての中国軍南アジア日本の陶磁器又ドイツ・らイン
妬器イ土坑墓に中世十四世紀前後に埋葬と推定の女性の人骨一体【下顎骨、上肢骨、下肢骨)、2001年(平成13年:旧引地町)国産の近憧陶磁器を主体とする遺物、再堆碩の可能性があ
る縄文時代の黒曜石製石鎌、剥片、砕片、弥生土器、寛文3年0663年)の大火後、東西二段に分割されていた敷地が平坦に造成された二とが看取される痕跡、が検出されています.

〔2)都市長崎遺跡として

(古代中世の肥前丹治比氏長崎氏の根拠都市の捷能地域としての長崎の斥一古来の要域一亙アジア交吊港湾施設、中横近揖の西洋式城塞都市、近世の長崎奉行在所の城下町一築地一
長崎惣町八十箇町の内町一長崎奉行所西役所一日本開国の玄関一長崎海軍伝習一匡学伝智、近代の市街一近代埋立造成と治水丁長崎原子爆弾被爆遺跡一現代の市街)

私還当会は、当註の遺跡群について、中世末期から江戸物期までに、ローマ仂トリックと有燭氏と六村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西洋弐の城嵳都市、即ち、
要塞(石垣)とーノ堀並ぴに大堀〔ーノ掘)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎奉行在所の城下町、長崎惣町八十箇町のうち長崎奉行支配の「内町」促寛永長
崎港図』に見える)にウいて、その南端1.こ位置する外浦町の岬の教会と広場一帯、又、糸割符宿老会所~長崎奉行所~長崎奉行所西役所等に相封し、二の堀、三ノ堀に囲まれ、その北端を
形成する処、重要遺跡である.と理解しまず.

※近世の明和年問0764年【1772年11月)の『長崎惣町線図」では、当該の長岫地域の桜町地区遺跡群について、以下、確認できます。
・現在の行政区画である桜町は、「長崎惣町絵図」では、小川町の南東部分、内中町、櫻町、引地町の北部、豊後町の北部、で携成されます。
・櫻町の、南に隣接してニノ堀、北部に三ノ堀、が確認できます。
・模町の、東部に「籠屋舗」(牢屋敷)、が確認できます。

①肥前丹治比氏である長崎氏の根拠都市の樓能地域としての長崎の丘

ア)日本古来の民俗釣な埋葬葬送の地としての遺跡

イ)東アジア交易港湾施設としての遺跡

ウ)長崎港や地域の叡徴的な場所として一神社、祭祀寄の遺跡

②西洋式城富都市として

ア)ニノ堀(桜町南部に隣接)、三ノ堀(桜町北部)遺跡

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で主ノ堀により、西に中内町、東に引地町により区切られます。

イγ'土地の造形"〔土地造成の遺跡)

大堀からニノ堀、三ノ堀の地区にかけて、岬の教会から大堀の地域までの丘陵頂部の系西の広範囲の平坦な高石垣による規格的な土地造成が減退L、制面に沿った小区画と一般的な石
垣による非規格的な土地造成が散見されまオ'.場合によっては、上部に石垣を墓部に土羽を併用し乎面に緩斜面や不整地を残存する土地造成があったと想定します。

③中世末期から近世初期の靭支丹遺跡として

ア)サンフランシスコ教会(桜町東側東部:16T1年(慶長16年)~1614年〔慶長19年)「桜町遺跡2000年」長崎市埋蔵文化財調査協議会』)還跡

④近世の都市遺跡として

フ)近世の「内町」の町家遺跡(元禄120699)年には、内町外町の区別は撤廃され、総町は長崎奉行の支配となうた。『桜町遺跡内98年3月長崎市埋蔵文化財鯛査協議会』)

イ)ニノ堀(桜町南部に隣接)、三ノ堀(桜町北部)遺跡

中世近世の桜町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、軍に引地町により区切られます。
ニノ堀が遺存し、三ノ堀が埋め立てられたようです。

ウ)「剛俸寄高嶋家」(桜町西側南部)遺跡

エ)「籬屋舗」(牢屋數)α窒町東側東部:サンフランシスコ教会跡:1620年(元和6卑)~1882年(明治15年)r桜町遺跡2000年長崎市埋蔵文化財調査協議会』)遺跡

・天正年問一豊臣秀吉が(南)馬町(現在の長崎市諏訪神社下辺り)に囚獄を設置。

・1600年(慶長5年)一囚獄を(南)禹町から桜町に移転.(以上、wlk;pod1ヨ「長嶋刑務所』最終更新2020年2月13日(木)12:54)

⑤近代の都市遣跡として

ア)長崎区役所一長岫市役所(桜町西側南部:町年冨高嶋家跡一帯)遺跡

・1878年(明治"年Ⅱ0月28日長崎県、郡区町村探制法の公布により、従来の大小区制を廃止して長崎市街一円を長崎区とする。語政機閏として区会が設けられ、執行機関として区役
所を勝山小学校内に設置L、10.21 初代区長に家永裁種を任命。

・1878年【明治11年)11月20日長崎区役所を開庁。

・1882年(明治15年)7月7日釖めて長崎区議会を開設、議長に西道仙が選任される。.

・1884年(明治17奪)4月一桜町に区投所・戸長事務取扱所及び議事堂完成。(町年寄高嶋家跡一帯)

・1884年(明治17球)5月1日区役所・戸長亭務取扱所及び議事堂の聞庁式をあげ、5月4日から移転執務.

・1889年(明治22年)4月1田長崎区に市制が施行され、長崎市が班生。

・1889年(明治22年)8月9日長崎市役所が開庁される.

・1889年佃鳥台22年)8月10日闡庁式を行う。(旧長崎区役所庁舎をモのまま引き継ぎ、市役所庁舎に当てられた).
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イ)桜町囚獄(桜町更側東部:籠屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺跡

.明治玉王申正月0872卑)諸投所回の牢屋の牲回の隅山町側の牢暑居宅の部分に1明治玉壬甲正月払下げ地抑着ハー七坪共」また総仰数七百四十四坪余の下にt内払下引正甚り五百玉十七坪余」と明治粒斯以降の交化が朱書で婁き込ま
れている.この牲図が明治になっtも役所で使月されていた二とがわかる.け長崎"回帖の世界』PI04)

.1B74年【明治7抹)4貞一桂町囚Ⅲを長岫本獄に改称.

・1876年(明治9年)1月一長崎監弾に改称.

1882年【明治15年)一墨"村片謝掲に都転.(長岬竪圭を.西団牡●に降して設置された片淵の長飾軍団仮病院の罰に奪転.r晶岬噐国帖の世界』戸44PI04)

.1908年(朋治41穿)4月一旧北高来郡課早村(豚早市野中町)1こ、玉大豊獄(干案監獄・奈良監獄・金択監獄・長"監導・旺児島堂穿)のーつとして闘設.

.1922年ι大正11年"0月一是身刑務所に改称.(以上Wik踊.dl.「長崎刑務所」最鞍璽新ユ020年ユ月1ヨ日ι木)

.1027年1昭和2年)9月に.甚岫市松山町.畠町.捕口町にまたがる帷木林を造成し新設された.(wlklpod;.「長峠刑務所浦上刑務支所跡1最興重新ユ01,年1ユ月5白(ネ)ユユ:05)

・1988年1叩和63年)4月一兵崎刑務所.蒋転計画決宝.

.1092年(平1正4年)一理在地1諏早市小川町)に秘転.(..旧刑鶉所を設計した山下啓次鄭はジ〒ズピフニスト山下譯輔の姐父,・以とWikip.dlo「基ぬ刑務所』最粧亜新ユ020卑ユ月13et木)ユユ:馴)

.2007年(年成19年)一旧畏飾刑"所、一郁(正門など】を張Lて熱休.(wikip.dia『旧丑岬刑噐所』量終更新ユ017=11月ユ5日(田伽156〕

ウ)長喝西彼杵郡役所(桜町東側東部:籠屋舗(牢屋敷)跡:サンフランシスコ教会跡)遺跡
、

・1日フヨ年【明治11年"0月28ヨ憂崎県で郡区町村橘制怯の訴行により、西佑井郡排が尭足.郡役所が下轟崎討に股置.

IB97年(明治30年)4員1日郡制を馬行.

,1928尋(大正1之")4月1日郡会が庚止.郡投所は存続.

・1926年(大正15鼻)7月1日郡役所が庚止.以降は地域区分名弥となる.

エ)長崎税務監督局一長崎税務署(桜町東側西北部)遺跡

・1896年【明治29年)全国にを3の税務智埋局と520の税残客が創設される.

・,002年(明治35年)全国に18の貌務監督局が設置され,貌窃署が51ヨとなる.t九州では、甚"税務室督局.餓本貌鞠監督局.塵児庭税覇監登局)

.1909年{明治42怖"1月5日長崎税鞠監晋局(甚嶋.佐賀両県の税務署を指揮覧督).行政整理によって庚止され、熊キ税襄監督局に併合される.

オ)長崎商菜会諾所一長崎商工会議所(桜町1番地;桜町凍側北部:籠屋舗(牢屋敷)跡北部:サンワランシスコ教会跡北部)遣跡

,1870年(明治12年)10月1日繁町107妻地の栓由商行において兵峅商怯金誕所豊昆.

・1EB3年(明治16年)5月政府は、区町村や運合区町村仁商工金を設匿ずることができる旨を布還.

・1EB3年ι明治16年)12月長岫商生会謁所を改橘L、異掛商工会を設立.享萪所を按町40暑戸に置く.

.1893年(明治26年"2月27日塵商霧大臣輯葬象二郎より長ぬ商業会雄所設立認可指令Tされる.商業会樺所乗例仁基づき、長岫崩工会を甚岬商案会詣所に改組.事務所を大村町〔現在の万才町)の長嶋質晶圏集会所に置(.

.100白年〔明治36年)4月商案会譜所怯施行にともない,長岬商案会推所を改岨.

.1919年(大正6年"1月15日呈岬而業会慮所、大村町の長崎寛易糊菜会所から桂町1醤地の元長時税鴇監督局跡(当時長時貌務署」捺町藁側西北都)に存る.

・1920年(火正9年)3月社戻の火改造工単に濳工.

1022年(大正Ⅱ年)2月10日社屋の大改造工亭.覧尋朔まで全都痔成.

ι長崎脊累会儀所匡当誠改葵にっき,モの地所を藁方、即ち.長峠酋彼杵肌役所(罷厘舗〔年屋殿)跡:サンコランシスコ歓会跡)北郡,へ盛土Lて拡弧か)

.19之θ怖ι昭和3年地月6日昭和3年1月商工会譜所怯が施行,琵可を申語,8月6日付をもって認句力1あり、長岫商業会詣所を新怯に基づく長埼商工金膳所へ改組.

.1自43卑1昭和IB年)9月6日昭和18年a月商工経纃会怯が公布,同年6月施行されて,同年9月6日長畍県商工経擾会艶足.

・1943年(昭和18年)9月2E日長靖尚工会雌所を解敗.
、

カ〕長崎頂塚粧災遺跡として

.1945罪(昭和20年)三月9B 燭心地帯の火訓に次いで正午過ぎ、旧市内で焦2次火狽が盡生.(旧市内の史坐地帯では、主憂官庁掛の市役所と県庁を粘ぷ高台が中,bとな0たが、ここでは最大皿遮8mの理掃風を生じて霊厩を振るい、更に藁側
のがけ下の焦町.本下町から酒厘町.今急町に孤悦し、夜中にかけて杓ヨ0力町が全焼この怖2次央訓で県庁・長姉地方紅判所・長崎区裳判勗・同挨事局・本博序血便局・市水道課〔益町)・長崎新聞牡・日本勧案麹行長怖主店・長岬女子商秦学独な
ど血々に掘煩し、火勢は長"市庁舎に迫ったが、斤舎畊街の消火括臥と風向きの一転によ?て.量うく顎椛を免れた.

・旧桜町は、束側北部に弥制疎閉がある処、ほ催長嶋啄燭披讐による頭慨を免れた、と椎定します.

⑥現代の都市遺跡として

ア)桜町の立体交差「1劉喬」(旧桜町、旧内中町、旧小川町の北部一帯を掘削破壊)

・t954年【昭和29年)G月26日桂町の立伴交差r榿摺」完成し、聞通式を樂行.

イ)長崎市役所(旧桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯→旧桜町酋側北部:町年寄高嶋家跡一帯)

.1958年(朔和3a年)3月29日中鑑9時35分ごみ市諾会菓務局付近から出火、長婚市投所庁舎2陪の六半を消失

,1969年(昭和ヨ4年)4月1日長峠市制70圃年・長崎市庁舎弟成・聞校389与記立弐典を長叩市庁舎厘上で卒行.(旧桜町の旧長嶋市庁舎の北側一帯の強剛妹聞地)

ウ)長崎商工会議所佃桜町軍側北部.西彼杵郡役所跡北都:矮屋舗【牢屋敷)跡北部:サンフランシスニ教会跡北部)

,1946年ι昭和21年)10月牡印法人日本筒工会語所の壷昆.同年10月8日牡丘法人長岫而工会諾所の疉足.

.1950年1昭和25年)ヨ月所厘の火災とその慌旧.

.1950年{昭和郎年"1月30日昭和25年5月{壮団注人]商ヱ会證所擡の剛定応行によ1」、同年"月ヨ0日に肥可を畳けて、牡団生人長岫商工金詣所を再発昆.

.1954年【昭和29年)7月1日昭和28年10月1日新商工会誰所生が施行、特殊怯人喪如尚工会諾所へ改組疉昆.

・1963年(昭和3且年)3月7日国道■4号繰の拡彊工亭で、墨崎商工会講所の取り1氣L姑まる,

.1964罪(昭和舶年)2月17日墨埼商工会諸所、長岐訳前大黒町のr長崎玄過農業ビル」を聞所式,写転.

・1蛇0年(昭和55年"2月長崎畜工会諸所、桜町新所剛r長岫商工会館リ皇工.

・198T年(詔和56年)1河長碕脊工会腰所、按町新所匡「長崎商工会館」落成寸

エ)長姑市庁舎剛館(旧推町東側束都:西技井郡投所跡:長地商業会雄所一青工会誕所跡素都:語遷舗(牢厘敷】跡:サンフランシス=教会跡)

・1g66年t昭和41年)1月21日長峅市庁舎別館珪成.

オ)長崎刑瑞所

・19日8年(昭和63年)4月一長幡刑務所,移,三計回決定.

.1992年(平成4非)一理在地(課早市小川町)1こ称転.{..旧刑襄所を設計した山下啓次即はジャズビアニスト山下洋輔の祖父一以上WlklD.dl.t長柚刑期所」最櫨更斬ユ020年ユ月ユ3日【ホ】12:50】

,2007狂(平成19"】一旧長碕刑萩所、一部(圧門など)を,玉Lて飢".ιW二klpodlot旧憂峠刑襄所」最謁更新ユ017=11月ユ6日1日)04,56〕

.

一
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2.私運当会の長崎地域の桜町地区遺跡群の現状への想定

0)"土地の造形"【土地造成の遺跡)の現状への想定

私達当会は、桜町地区の旧桜町の"土地の造形"(土地造成の遺跡)の現状にウいて、近代に於いて、「長崎区役所一長崎市役所」の建築、「長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商案会謡
所」の建築と土地造成があり、現代に於いて、1954年〔昭和29年)桜町の立体交差rキ劃喬」の完成により、北部の一端が完全に掘削され、1959年(昭和34年)「長喝市役所本館」竣工、四
66年(昭和41年)「長崎市役所別館」落成の建築があり、土地の形質の変更が想定できる処、中央道路の茜側並びに東側共に、全体として、中世から近世仁かけての西洋式城塞都市の市
中としての"土地の造形"が、大略、遣存Lている、と想定します。

私違当会は、旧桜町東側の"土地の造形"について、近世までの造形は、旧桜町東側西部が中央道標高を基革とする_標高(高)に対L、旧桜町亙側廩部は東部道路標高を基準とする標高
"引であるど推定する処、内19年(大正8年)から1922年【大正11年)の旧桜町東側西北部の元長崎税務監督局舳(当時長崎税莪署)への長崎商業会議所の入居と改築に際Lて、桜町
業側北部一帯に於いて、元長崎税務監督局數地に連続Lて、東部への盛土による建築地所の拡張があり、1966年【昭和41年)1月21日長嶋市庁舎別館落成へ向けて、当該の盛土部分
の掘削があり、概略復旧Lた可能性が胡る、と想定します.

他)退跡の現状への想定

私達当会は、桜町地区の旧桜町の遺跡の現状について、一帯の、"土地の造形"(土地造成の遺跡)が、大略、遁存する、と想定する処より、本紙"1.長崎地域の桜町地区遺跡群の性格"に
記す、石器時代遺跡、縄文時代遺跡、弥生時代遺跡、古代遺跡、中世遺跡、近世遺跡、近代遮跡、長崎原子爆弾被爆遣跡、現代遺跡、都市長崎遺跡、が一定の密度を保持して遣存する可
能性がある、と恕定Lます。

3.私達当会の長崎地域の桜由地区遺跡群への認識

臼)私逕当会は、長崎地域の桜町地区遺跡群について、以下、認識しまず.

①私達当会は、当該の遺跡群について、先史時代より今白まで、人顎の活動が、広い時代に亘って薫層し、様々に閏連した活動により頼襲Lた性格を保持する、豊かな遺跡群である、と認
識します。

②私逵当会ば、当該の遺跡群にっいて、都市長酷遺跡として、中世末期から迄戸初期までに、ローマ・カトリッウと有馬氏と大封市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の脊梁の西
洋式の城塞都市、即ち、要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎奉行在所の城下町、長崎惣町八十箇町のうち長崎峯行
支配の「内町」(『宣永長崎港図1に見える)について、その南埴に位置ずる外浦町の岬の教会と広場一帯、又、糸割符宿老会所~長崎泰行所~長崎寿行所西役所等に相対し、二の堀、三ノ
堀に囲まれ、その北端を形成する処、量要遺跡である、と認識します。

③私控当会は、当該の遺跡群について、サンコランシスニ教会、籠屋舗(牢屋敷)、町年寄高嶋家、等、日本地域に於ける人顎の特異な活動を証徴する複数の遺跡を包含する処、重要遺跡
である、と認謙します。

私建当会は、桜町の牢屋敷について、(南)属町囚獄、又、桜鳥場西坂両所の牢屋敷を、桜町屋敷地に囚獄塵舗を移した、とされ、又、大村の本小路に六村牢が作られた、とされ、桜蔦場に
牢屋が並存した可能性が指摘され、溜牢が馬込郷(古溜)、浦上村かウくい原の溜牢(新溜)が造られ、長崎代官付属の牢屋が小島郷の高島秋帆旧邸の南に建設された、とされる処、当該
の桜町の牢屋敷は、明治以降の行政に継承され、桜町囚獄となり、長崎本獄、長崎監獄に改称、長崎監獄を、西爾戦争に際して片淵に設置された長崎軍団仮病院の跡1こ移転、、1908年
(明治41年)長崎監獄を、北高来郡諌早村に玉大監獄のひとつとして聞設、1922年(大正11年)長崎監獄を、長崎刑務所と改称、1927年(昭和2年)長崎刑務所清上刑務支所を浦上地区
の紲木林を造成して新設したとされ、194'5年(昭和20年)8月9日長崎刑務所浦上刑務支所は、アメリカ軍による長崎頂子燦彈投下に被爆、、992年(平成4年)長崎刑務所を諌早市小川
町に移転L、現在、之が、存続する、と理解します.
私運当会ほ、当該の桜町の牢屋敷の存在について、江戸の御公儀(幕府)によウて、江戸初期に、それまでの施設を集約整傭され、後、向時代の図面史料も精密で胡り、当時の行政上の
性格が推L則られ、且つ、近代現代の日本の行政機関としての監剰刑務所に、近憧初期より、連続Lて、直接に組樺を維承する、唯」最古の明らかな発端である、と想定し得る処、又、長崎
地域に於いて'江戸幕府から明治政府への行政機楕の推移が断絶ではなく連続的であることを示唆L、歴史上、且つ、学桁上、極めて重要であり、同時に、希少である、と認織します。

④私達当会は、当該の遺跡群について、近代の長崎市役所庁會長崎税務監督局一長崎税務署一長崎商業会議所一長嶋商工会議所、現代の桜攝と立体交差、甚崎市投所本蚊、長崎市
役所別館、長崎市雄会、桜町公園等、を認識Lます.

私違当会は、長崎地域の桜町地区遺跡群について、本紙3-(1)一①、②、③、④を同時に包含L、且つ、退跡の存在と案想を補完L傍証する詳細な記録贇料が複数現存し、一休として、
希少であり、重要遺跡である、と認朧します。

4,私達当会の皆様への長崎地域の桜町地区遺跡群についての提案と要望

0)遺跡の情恕にウいて

①私達当会は、.皆様に、長崎の丘の脊梁を主たる'土地の造形"とする、ローマ・カドjツクと有馬氏と大村市と様々な白本人によって形成された、西洋式の城塞都市の遺跡、又隣接ずるー
帯、又近隣の関連地域にっいて、本来の選跡と歴史の関係の在り方に従い、漸次、踏査、資料調査より、発掘調査へと、漸次、計画的に、遺跡鯛査を実施L、その全休と個別遺跡の性格を
明らかにしっつ、様々な開発との調整を行い、遺跡の現状保存を実施することにより、又は、憶測の余地のない再建によって、適跡の全休を修復しうつ顕現すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群にっいて、当蝕の西洋式の城塞都市の構成に於いて、南端を構成する岬の教会一糸割符宿老会所一長崎奉行所(西役所)等
遺跡群と相対し、且っ、発展L拡張する市中の北端を構成する重要拠点と認識し、岬の教会一糸割符宿老会所一長崎奉行所(茜役所)等追跡群と同等の扱いにより、一体の遺跡の朗査と保
存と活用を形成すること、を提案し要望Lます。

(2)長崎地域の桜町地区遺跡群の遺跡としての調査と保存と活用について

①私連当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群について、現状保存することを提案し要望します。
、

②私遇当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群について、現状保存を前提とした活馬のための発掘等遺跡調査を選択すること、を提案L要望Lまず.

③私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関ずる現状保存を前提とした活用のための尭掘等遺跡調査にっいて、上層の遺跡の現状保存を前提として、より下層の遺跡
を朗査すること、を提案L要望Lまず.

(3)長崎地域の桜町地区遺跡群の土壌汚染の可能性と当該の調査について

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡群に関し、長崎区役所庁舎一長崎市役所庁舎、長崎商業会議所一長崎商工会議所、長崎市役所本館、長崎市役所別館、その他の
過去の土地の利用にっいて、土壌汚染、並びに、水貫汚濁の由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚染状況調査、を実施ずる;と、を提案L要望Lます。

私達当会は、皆様に、当該の土地の利用に関する、土壌汚染、並びに、水質汚濁のの由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚染状況調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁の対乗、
並びに、当駿の土地の遺跡の調査、保存、活用が、夫々、同時に、完全に両立する方怯を選択すること、を提案L要望します。

(4)筑三老による調査指導委員会の設置と調査主体の連携

私達当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜剛地区遺跡群に関する、遺跡の携想と現状保存を前提とした活用のための髭掘等遺跡調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に閏する調
査と対策について、地上地下の建築物その他の建造物の解体ど敗去、並びに、資料並びに発掘掘削等調査、対策に於いて、鮪三者による調査指導委員会を設置L、胡査指諄委員会と調
査主体が情報交換し蓮携して、遺跡地の調査と活用と対笈の方鉛と方法と行岩と進捗とその管理を行うこと、を提案L要望しまず.

(5)遺跡、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に閏する調査、保存、活用、対隻の過程の一般公開

私達当会は、皆様に、当註の長崎地域の桜町地区遺跡群に聞する、遺跡の構恕と現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡調査、並びに、土壌汚染、並びに、水質汚濁に閏する調
査と対撲にっいて、地上地下の建築物その他の建造物の解休と撤去、詑びに、資判並びに尭掘掘削等調査、対策に於いて、遺跡地の調査と活用と対策の方針と方謙と行為と進捗とその
管理を、同時的に、一般公聞し、且つ、相互に情報交換すること、を提案し要望Lます。
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5.私達当会の皆様への長崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に閏連する提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる亭叡を優先Lて、様々な行為を認識すること、を提案し要望しまず,

私逢当会は、皆様に、当該の長崎地域の投町地区遺跡群の保存と活用に閏連して、以下の変更を、提案し要望Lます。

Oj長崎市が計画する長崎市役所別館土地への公朋車駐車場(約170台)建設にっいて

①私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画し実施中の新Lい長崎市役所庁舎の建設にっいて、公用車駐車場設置を念頭に、比敦的、広い用地面精を確保し
やすぃ、浦上川珂口東岸址へ変更すること、例えば、MICE施設との合築、又は、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場地に於ける民問再開発地域に於ける用地確保と建築、又は、各
槿民問施設との合築を計画し冥施すること、を提案し要望しまず.

②私逵当会は、皆様に、長崎市魚の町遺跡を建設用地に、長崎市が計画L実施中の新しい長崎市役所庁舎の設計を変更し、公尾軍駐重場にっいて、当該庁舎内に設置すること、を提案し
要望します。

③私達当会は、皆様に、当該の公盾車駐単場について、現在の市営桜町駐車場を代用すること、を提案し要望Lます。

(2)長崎市が計画する長崎市役所本館土地への文化芸術ホール建設について

私逢当会は、皆様に、当該の文化芸術ホールの建設について、私達当会が、皆様に、r長崎国際歴史文化都市構恕』(2019年【平成31年)1月伯日金曜日改訂5版:2020年(令和2
年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭)で提案L要望している、長崎水辺の纛公園一水辺のプロムナードー長崎県美術館一帯に於ける、オペラ・ハウスーシンフ"ニー'
ホール(仮称)『長崎音楽堂』の新設に施設共用すること、を提案L要望Lます。

6.私違当会が、皆様に、桜町で、提案L要望している『長崎アーツ・センター構想』について

私達当会は、皆様に、『長崎国際歴史文化都市楕想1(2019年(平成31年"阿18日金曜日改訂5版:2020年【令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代班池知和恭)で提案
している「長崎アーツ.センター構想■にっいて、桜町地区遺跡群に於ける遺跡保存を優先Lて、之を、第二薩案に取り下げ、長崎水辺の森公園地区への発展実と疫更L、一帯に於ける、抽叡
文化分野斐術との連携、活動の発展を期待します。

私迷当会は、私建人類の遺跡と歴史の真実にっいて、之を、私運人.類の存在の本源で在り得る、と認識Lます.

私達当会は、遣跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最火の活用となる、と認識じまず.

フ.私建当会の遺跡群の調査七保存と活用への理解

0)遺跡の調査について

私建当会は、遺跡の調査につぃて、私逹人類が、私達人類の活動の痕跡である、遉跡の実態と諸事象との諸関係とその性格を確認ずること、七理解します。

(2)遺跡の保存について

私達当会は、遺跡の保存につぃて、私遣人頬が、遺跡の損壊と損耗を免れる措置を執ること、その結果として、遺跡が損壊と損耗を免れること、と理解します。

(3)遺跡の活用について

私遣当会は、遺跡の活用にっいて、遺跡がそ二に在ること、同時に、私運人類がモの遺跡の存在を、意識L、認知L、課識ずる二と、と理解します。

〆
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8.参考資料

("長崎惣町絵図(長崎歴史文化博物館)

(2)長嶋市地番入分割圖附市内著名録名所案内叢賣元聖文社長崎大正ハ年七月十日椴行
27 靈中町、小川町 26 櫻町、勝山町、八百屋町、内中町 21 袋町、今魚町、本大工町、引地町、酒屋町(2)(長崎歴史文化博物館)

(3)最新精密長崎市街地圖昭和26年〔長崎歴史文化博物館)

(4)長崎商工含議所絵ハガキ(長崎) 15801 (長崎歴史文化博物館)

(5)長崎西彼杵郡役所絵ハガキ(長崎) 68901 (長崎屈史文化博物館)

(6)『長崎おもいで散歩昭和30年代の街角」内94年10月12日初版発行 2004年7月8日4脹発行著者真木満発行者真木雄司発行所有限会社春光社

0)『長崎市史作表』昭和56年3阿20日発行編集長崎市史年表編さん委員会発行長崎市役所長崎市桜町2番22号印刷藤木博英社長崎市万屋町5番伯号

(8)『桜町遺跡オワイスビル挫設に伴う埋蔵文化財発掘報告書1998年3月長喝市埋蔵文化財調査健議会』

(9)『桜町遺跡サンガーデン桜町マンション建設に伴ラ埋蔵文化財尭掘報告書2000年長崎市埋蔵文化財調査協諾会』 2000年5月31日発行長崎市埋蔵文化財調査協謹会

00)『アルバム長崎百年華の長崎秘蔵絵葉婁コレクション』 2005年2月25日釖版発行編著ブライアンリ{ークガフ二 Br■n eU永e・Gヨ仟neν発行人松田舗一編集人堀憲昭
発行所株式会社長崎文献社

01)『復元!江戸時代の長崎」 2009(平成21)年8月30日初版発行編箸者布袋厚発行所株式会社長崎文献杜
PI04-PI05 筑四章絵図にみる町のうつりかわり 6 幻の内中町秀吉の時代にっくられた町の運命
P128-P129 第五章長崎の名所・旧跡いま,昔フモこに拷問所があったいまの長崎市役所別館は「桜町牢屋」の跡

a2)『長崎惣町復元回」 2009(平成21)年8月30日初版坐行 2m2年2月20日第3番発行編署者布袋厚発行所株式会社長崎文献社

03)『中世長崎の基磋的研究」 20T1年12月11日発行著者外山幹失発行者田中大発行所有限会社思文閣出版

04)『一米軍撮影一長崎被燃荒野被爆70周年に問ラ「戰争と平和」』発行日 2015年【平成27)7月30日物版鏑一刷
編著長崎文献社発行人柴田義孝編集人堀憲昭発行所株式会社長崎文献社
P38-P39 原爆投下前の長岫市の航空写真 P40-P41頂爆投下後の長崎市の航空写真

05)『長崎絵図帖の世界』発行日初版20伯年5月20日著者大井昇発行人片山仁志編集人堀憲昭発行所株式会社長崎文献社

゛
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四.養生所/(長崎)医学キ交寺遺呈亦("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")1こつし、て

(ア)私達当会は、当該遺跡地の"中核区域"内に於いて、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学校建設、並びに、外周道路拡幅建設の計

画の実施が進行する状況を勘案し、以下、A.日.0. D. E.各案を例示しまず。

A.日.C.案は、長崎市立仁田佐古小学校について、当初検討の複数の建設用地候補地等の.当該遺跡地以外地への設置を前提とします。

私達当会は、A案について、原休である遺跡(非意図)、B.0.案について、原体である遺跡を基盤とする、芸術(アート:意図)としての変奏、
又は変奏の付加、と理解し得ると理解します。 E案は、A, B. C. D.各案に鮒随させます。

私達当会は、A. B. C. E.案を採択して、之を、皆様に、提案L要望します。

A.建設途中の小学枝施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の遺跡の全域の調査、現
状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種長崎医学校講堂建物の再建、保全と継
承と活用。[遺跡としての、空問の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]

B.建設途中の小学校施設建物の途次の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、閏連ずる教育研修、
宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の
調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と
活用。〔芸術且つ遺跡(アート.意図、且つ、その経緯としての痕跡)としての完成しない建築物、原体である遺跡としての、空問の造形とその構
造物、並びに、一部の建物再建]

C.建設完7の小学校施設建物の完成の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、関連する教育研修、
宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の
調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と
活用。[芸術且つ遺跡(アート:意図、且つ、その経緯としての痕跡)としての破壊される建築物、原休である遺跡としての、空間の造形とその構
造物、並ぴに、一部の建物再建]

D.長崎市立仁田佐古小学校について、長崎市の現在計画による建物等主要施設の建設と当該小学校の運営、当該小学校付帯三到傭施工による
遺跡破壊の防止、外周道路計画の廃止、並びに、旧学校敷地内の建物等主要施設の残余の土地、並びに、外周道路の土地での遺跡の再建。

E.養生所ノ(長崎)医学枝等遺跡の"運用区域"(病院西側)、及び、"関連区域"(大徳寺境内並びに庫裏、大楠社の一帯)、ポンペ・ファン・メール
デルフォールトの養生所/精得館たる近代西洋病院の要件を具現する"佐古の丘の地形"(佐古一仁田頭の丘、周辺一帯)、並びに、寄合町西南
部の「佐古入口」より、後の養生所ノ精得館一帯を通り、北の「大村領」に至る旧道に於いて、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整
備、公開、継承を実現する。

同時に、当該遺跡地の範囲について、文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定する。

(イ)養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡について

D長崎医学校等正門両駕石垣等石垣

私達当会は、皆様に、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、一運の養生所/(長崎)医学校等遺跡の調査、保存、活用の要望の初期に、
当該小学校建設の理事者に、当該遺構の歴史と当該遺構の性格に関する情報を提供し説明して現状保存を要望し、同時に、当該小学校建設の
理事者より、「当該石垣に隣接する市道西小島稲田町1号線の北部については、所定の道路幅(2.7m)を確保できている為道路拡幅の必要と予
定が無いことより、当該石垣も現状を変更しないことになっている」、と回示があり、その後も、皆様に、詳細な遺跡としての情報提供を為し、現状保
存の提案と要望を行ってきた処です。
私達当会は、2m9年(平成31年)4月の理事者との打合せに於いで、理事者より敷地全体図面の提示があり、当該図面に当該石垣の掘削の
可能性を検知し、計画を確認した処、掘削の予定が判明し、改めて、2019年(令和元年)6月以降、皆様に、別途、理事者に説明し、要望害を提
出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の提案と要望を明らかにしてきました。

私達当会は、長崎医学校等正門両駕石垣等石垣について;その変遷が提示できる遺跡の実態の現状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活
用を提案し、要望します。

iD長崎医学校等敷地東都に於ける外周道路拡幅工事で発兒した敷地境界一帯遺跡

私達当会は、皆様に、ヨ.養生所バ長崎)医学校等遺跡の中核区域の北東部に位置する、2018年(平成30年"月迄の試掘/発掘調査で検出
された、旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運動場東部に於ける長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等北寄宿舎等
建物敷地東突端部敷地及び当該敷地境界線南面法面遺構及び隣接する長崎医学校等敷地外周道路遺構等遺跡について、b.2019年(令和元
年)6月18日火曜白長崎市中央総合事務所地域整備二課が、市道西小島2号線北部に関する旧長崎市立佐古小学校北都敷地屋外運動場東
部に於ける外周道路拡幅工事中に確認し、2m9年(令和元年)6月円日水曜日夕刻、私達当会が、確認した、長崎医学校等遺構又敷地境界

線遺跡と想定し得る長崎医学校等敷地北部東突端部域の、石垣(石;勣及びコンクリート及び陶管等により構成される複数の構造物によるV字型
の遺構、について、2m9年(令和元年)5月以降、理事者の皆様へ説明し、各々別途作成の要望書を提出L、また、定仰括蔓会に際して議会議長
への陳情書にて、現状保存の措置を執ることを提案し要望しています。

私達当会は、当該白.及び、当該b.の両遺構は、連続する遺構であると推定します。

私達当会は、当該日.及び、当該b.の両遺構について、一休の遺跡として、遺跡の実態の現状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提
案し、要望します。

〆
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X.その他

1.手厶達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個への便益の還元(又
は、その割会体)というより、未来の人類への社会的共通資本への投資への選択である、と認識します。

2.私達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の、公共イ即ち、"皆が
関わる他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、現代の文明の完成
(手厶達当会は、現代の文明について、持続可能(sustalnable:サステイナブル)な社会が達成されて
いないとすれぱ、現代の文明は未完成である、と認識します。)の保存、継承、形成、への参加が、人

類の様々な"分断"を緩和する、と仮定します。

3.私達当会は、皆様に、遺跡への行為について、遺跡の現状保存と継承、例えぱ、遺跡の発掘調査

に関し、開発行為等による破壊を前提とした、遺跡を破壊しつつ行う「記録保存」を止め、遺跡を保存し

つつ行引活用のための調査」を選択し、之を前提とした開発行為を選択すること、を提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、既に、破壊され、滅失し、失われた遺跡を、私達人類の活動空間に於いて、
長期計画により、再建することを提案し要望します。

5.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校

等遺跡と共に)、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状保存、原状回復、活

用、整備、公開、継承を行為すること、を提案し要望します。

6.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校

等遺跡と共に)、長崎県が策定を検討する「大綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位貴付け、

認知、調査確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公開、.継承、,またその計画について、記載するこ

とを提案し要望します。

フ.国公私立大学高校中学校小学校の講堂並びに体育館等施設の一般利用への開放

私達当会は、皆様に、私達人類、就中、一般の国民県民市民の文化芸術活動の為に、国公私立学

校の講堂並びに体育館等施設を一般利用へ速やかに開放を拡張すること、を提案します。

私達当会は、①発表展示修練創作活動の場一空間の拡大、②活動の活性化、③広い地域に於ける
活動利便の向上、④活動の裾野の拡大、⑤教育効果高度化、に対する即時的効果を期待します。

8.私達当会は、当会より、過去に、皆様に申し入れた事項、並びに、皆様との"見解の相違"に係る事

項、並びに、当該の陳情の詳細に係る事項について、継続的定期的な対話を提案し要望します。

私達当会は、当該の対話に関する現状について、中途で中断している、と理解します。

9.不確実な行為の選択の拡散に繋がる遺跡への言説について

私達当会は、長崎地域に於いて、事象、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい(破
壊してよい)、との旨の言説の複数即ち流布のある処、当該言説について、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾が胡るか、論理に

飛避があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確実な行為の選択の拡散蔓延に繋がる、と理解し、一方、わからない(それがそう
か確証が得られない)から処置(破壊、廃棄、.移動、言及、その他)できない、との概念について、例えぱ、お医者様におかれましても、

わからないので検査しましょう、又は、様子を見ましょう(もう少し分かってから処置する)と行為されると理解し得る処、後者が、論理的
であり、論理に整合があり、論理に飛躍がなく、科学的な態度であり、より確実な行為の選択の拡張伸張に繋がる、と理解します。

私達当会は、皆様に、人類の世界に於いて、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよ

い(破壊してよい)、等の、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より

不確実な行為の選択の蔓延に繋がる、と考え得る言説又はその流布を、停止し消滅するよう、監視しそう行為することを、提案し要望し
ます。
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10.当該の書面(陳情書、又、要望書、並びに、各その添付資料)について

私達当会は、私達当会が、提出者即ち作成者並びに名宛人を明記して、皆様に宛てて提出する、陳

情書並びに添付資料、又、要望書並びに添付資料について、之が、陳情書、又、.要望書である処、同
時に、「思想又は感情を創作的に表現したものであって、文芸、学術、美術又.は音楽の範囲に属するも
の」であり、即ち、思想、感情(又、概念、発見)を、作成者(弊会並ぴに代表記名の個人)の個性により

創作的に、記し、構成して、一体として、表現したものであり、著作物である、と認識します。(単なる
データ、表現される以前のアイディア等、単なる模倣、工業製品等ではありません)

私達当会は、皆様に、当該の陳情書並びに添付資料、又、、要望書並びに添付資料について、皆様の

運用過程に於ける、変更、切除、宛先の変更、書面の寸断、その他の、著作者の意図に反する、'意図

的な改変のないよう、お願い申し上げます。

私達当会は,、皆様に、以下の事象にっいて、①本事項への個別の具体的な回答又は説明、対話、②
遡及して著作者の意図の回復、③今後の再発の回避、を要望します。

(わ当会より、過去に、長崎市に提出した、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する

要望書に対する、長崎市理事者の運用について

a.私達当会は、2m9年(令和元年)7月1日月曜日に長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市秘婁課に『養生所/(長崎)医学校
等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する要望害 V11Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望
書Ⅲ』の二件の要望書を提出した後、2019年(令和元年)7月4日水曜日以降、当該要望書にっいて、長崎市文化観光部文
化財課より、当該要望書に弊会が関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない
事がわかりました。

b.私達当会は、過去に、複数件、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望書について、長崎市文化観光
部文化財課より、当該要望害に弊会が関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されてい
ない事がわかりました。
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0.私達当会は、本件につき、長崎市文化観光部文化財課長に当該の要望を行った後、2側9年(令和元年)7月9日月曜日以
降、長崎市秘書広報部広報広聴課に、複数回、連絡し当該の要望をお伝えしています。

d.私達当会は、本件につき、長崎市議会事務局に問合せ、長崎市長等宛要望書に関する担当理事者より当該名宛人への送達

に於いて、弊会より議会議長宛てに提出した陳情書の市長部局へのデータ送達のデータにっいて、両社がほぽ伺じ内容の為、担
当理事者に、当該のデータ送達を以って書面送達の代替とする提案をしたい、との旨、了解を得て、2020年(令和2年)1月9日
木曜日長崎市秘書広報部広報広聴課に連絡し、当該の経緯と長崎市文化観光部文化財課長宛の要望を、お伝えしています。

e.以上、複数回、長崎市秘書広報部広報広聴課に、担当理事者よりの回示を問い合わせる処、当該の回示が得られません。

f.私達当会は、本件にっき、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・イ黙董・整備・公開に関する陳情書 XⅢ(旧長崎市立佐古小
学校地とその外周道路を中核として) 20W年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役
所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望書 IV』に記載し、以降、複数回、関係陳情書に記載し、関係する長崎市
議会常任委員会で審議されています。

g.長崎市の理事者の皆様におかれましては、当件に付、速やかに、長崎市秘書広報部広報広聴課様を経由して御回答御説明
いただけますようお願い申し上げます。

私達当会は、長崎市の理事者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市長並びに弊会が関係者として記す名宛人様が、送達又はその他の手段により情報共有する二と
を要望します。

ii)私達当会は、皆様に、過去に、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望害のうち、弊会が関係者として名宛人
に併記する長崎市文化財審議会長に送達又情報共有されていない複数の当該の要望書にっいて、速やかに長崎市文化財審議
会長に送達又はその他の手段により情報共有すること、を要望します。

Ⅲ)私達当会は、皆様に、今後、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書に連ねて記した当該関係の名宛人に
対する、送達又情報共有が欠落することのないこと、を要望します。



(2)当会より、過去に、長崎市議会(事務局)1こ提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺
跡に関する陳情書に対する、長崎市議会の運用について

a.私達当会は、過去に、長崎市議会事務局の担当者と、一連の長崎市議会議長への陳情書について、

陳情書の本文につぃて、全議員に配布する、添付資料について、審査する常任委員会の委員の議員諸

氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の閲覧資料に設遣する旨、相互確認していました。

b.私達当会は、長崎市2019年(令和元年)9月以降、当会より、最近の、過去に、長崎市議会(事務

局)に提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に関する陳情書について、陳情書の添付

資料につぃて、当該陳情書を審査する、長崎市議会常任委員会の議員諸氏、報道関係者への配布、当

該審査の傍聴各席の閲覧資料にの設置に対して、'配布及び設置のなかったこと、がわかりました。
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C.私達当会は、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・イ籍卦整備・公開に関する陳情書XⅢ(旧長崎
市立佐古小学校地とその外周道路を中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議

長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望書Ⅳ(サ

ン・パウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)9.月
6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』の当該の各陳情書の添付資料について、当該陳情書の長

崎市議会の常任委員会の審査の終了後、長崎市議会事務局への確認で、長崎市議会常任委員会の議

員諸氏に於いて、長崎市議会事務局より当該委員会の委員の議員諸氏に、当該陳情書に添付資料があ

り、長崎市議会事務局を通して閲覧可能との告知を行ったが、誰も当該陳情書の閲覧がなかったこと、が

わかりました。

d.私達当会は、本件につぃて、長崎市議会事務局に連絡して相談し、続いて、『養生所/(長崎)医学校

等遺跡の保存・イ黙聾整備・公開に関する陳情書XIV(旧長崎市立佐古小学校地どその外周道路を中
核として)長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用,公開・整備に関する陳情書 V(サン・パウ

口教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)12月2日
月曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』に記載し、要望し、関係する長崎市議会常任委員会で審議され

ましたが、事態の改善はありませんでした。

e.私達当会は、皆様に、本件について、本項冒頭の趣旨を御理解いただき、本項a.・の措置を回復頂け

ますよう、提案し要望し、お願い申し上げます。

私達当会は、長崎市議会の皆様並びに長崎市の関係者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、長崎市議会の陳情書審査に参加する皆

様が、当該陳情書の全体を情報共有すること、その為の措置を執ること、を要望します。

私達当会は、皆様に、長崎市議会議長への陳情書について、陳情書の本文について、全議員に配布

する、添付資料について、審査する常任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の

閲覧資料に設置する、ことを要望します。

Ii)私達当会は、皆様に、当会より、過去に、長崎市議会(事務局)に提出した、長崎市議会長を名宛人

とする長崎地域の遺跡に関する陳情書のうち、陳情書の添付資料について、当該陳情書を審査に関する、

長崎市議会常任委員会の議員諸氏、報道関係者への配布、当該審査の傍聴各席の閲覧資料への設置

に対して、配布及び設置のなかった、当該の添付資料にっいて、当該の委員会の議員諸氏、報道閲係者、
傍聴人、即ち、当該委員会審査の参加者に、当該の既にインターネットに公開された陳情書の添付資料

の閲覧を促す措置を執ること、を要望します。

iil)私達当会は、皆様に、今後、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、当該の長崎市議会の陳情害審査

に参加する皆様への当該陳情書の全体を情報共有する措置について、欠落のないこと、を要望します。



匁.添付資料

私達当会は、次に掲げる添付資料を、本陳情書の第二章として提示します。どうぞ、御
一読下さいますようお願い申し上げます。

1.『遺呈亦について』一養生所バ長崎)医学校等遺跡並びに長崎奉行所西役所等遺跡群の保存と活用よりー

2020年(令和2年)2月28日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

以上
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